
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上野西部地区 令和 1年 12月末 人口 3,172人 

世帯数 1,483(男 1,536 女 1,636 人  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 1月 16日（木）西部自治協の運営委員会が 

上野西部地区市民センターにて開催されまし

た。議事の主なものは次の通りです。 

＊上野ふれあいプラザの今後の取り組み 

伊賀市の説明によると更地にすると景観条例

による 12ｍ以下の高さ制限があるため、複数

のスーパーで改修による活用も含め検討され

ている。地元の強い要望を受けて複数のスーパ

ーと入店交渉を進めている。 

＊上野東町ポケットパークについて 

複雑な作業を強いられて工事に遅れが出てい

るため、工期を 1 月 31 日完成から 3 月 16 日

まで延長する。利用する人に親しまれるような

施設の名称を 2月上旬から募集する予定です。 

＊まちづくりに関する基本協定書について 

地方公務員法等の改正により令和２年４月か

ら会計年度任用職員制度が導入されて、地区市

民センター職員の任用方法が変わります。よっ

てそれに対応した新たな協定を伊賀市と西部

自治協との間で結びます。 

＊広報いが市が令和２年４月から毎月１日号

のみの発行になります 

 

 

＊キラっと輝け！地域応援補助金について 

観光客へのおもてなし向上をめざし、令和元

年度に作成した散策ガイドの活用や城下町

ホテルとの連携を進める。おみやげになるよ

うなグッズの販売を各商店の協力で広げて

いく等の案を 2年度計画として申請する。 

＊ボランティアで子ども食堂を始めます 

西小学校の児童を対象に１月 19 日から毎月

1回昼食を提供します。小・中学生は無料、

大人は３００円。３月までは赤井家で開催。 

将来はお年寄りの参加も考えています。 

 

 

伊賀市の東部長らが出席した委員会 
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２月 22 日（土）から 3 月 3 日（火）まで

恒例の伊賀上野城下町のおひなさんが上野

本町通り周辺にて開催され、城下町の町家や

商店にさまざまなおひなさんが並びます。主

な体験イベントや展示は次の通りです。 

伊賀焼と伊賀くみひものおひなさん  

全期間中、旧崇広堂にて 入場無料 

手づくりアートのひな人形展 

全期間中、入交家住宅にて 入場無料 

こどもなりきりおひなさま 

2月 22日～24日・29日・3月 1日 

赤井家住宅にて こども 500円大人 1000円 

雛見茶会 

2月 22日～24日・29日・3月１日 

旧崇広堂にて 400円（抹茶・和菓子付） 

Hinami café 

2月 23日・24日・29日・3月１日 

赤井家住宅にて 有料 

古雛の展示・おひなこけしの製作体験 

全期間中 旧沖森邸 製作体験 1体 300円~ 

その他、地域の各商店ではおひなさんにちな

んだメニューや商品をたくさん用意してい

ます。 

地震の揺れが収まった後の電化製品に対しての対応は、「何もしない」が正解です。

ガス漏れがあった場合、電化製品の操作がガス引火の種火になりうるからです。スイ

ッチを「入れる」と火花が出て、発火の原因になります。2018年１２月に札幌で起き

たガス爆発事件では、従業員が多数の除菌消臭スプレーを室内で放出しました。その

結果大量の可燃性ガスが室内に溜まりました。ここで手を洗おうとしたところ、大爆

発が起きたのです。湯沸かし器をつけた時に生じた火花が可燃性ガスに火をつけ、爆

発させたのだ、とされています。 

逆に、地震前に使っていた電化製品のスイッチを「切る」という行為も、回路の遮

断時に火花がでるので危険です。  

溜まったガスの除去（換気）は、戸や窓を大きく開け放って行います。ガスは空気

より“重い”ので、特に足元の換気に留意します。しかし掃除機や換気扇の使用は絶

対に不可です。スイッチを入れた瞬間、ガスの発火が起こるかも知れないからです。

電化製品には「何もしない」なのです。 

 



                                  

 

 

 

                    

 

 

 

                                   

 

   

 

 

 

 

 

                                

 

 

1月 12日（日）令和 2年成人式が、市内各

中学校区 9ヶ所にて開催されました。今年の

新成人は 863人で、上野丸之内のハイトピア

伊賀では，崇広中学校区の 113人が、スーツ

姿や振袖姿で出席。来賓をはじめ、中学校区

の上野東部、上野西部、上野南部、久米、新

居の各地区代表者からの祝辞や、新成人の代

表のあいさつの中、華やいだ雰囲気で、進行

されました。式典の後、在校時の恩師や旧友

と笑顔で親交を深めていました。 

1 月 19 日(日) 新春ボウリング大会が

『伊賀にんにんボウル』にて開催されまし

た。幼稚園児からシルバー世代まで、幅広

い年齢層の参加で、会場は快音と歓声に包

まれました。子供連れの家族をはじめ、腕

自慢の中年層が、熱戦を繰り広げ楽しみ親

睦を深めました。入賞者は次の方々です。 

優勝 北寺昭雄さん 

二位 奥井啓史さん 

三位 中森伸一さん 

子供優勝 北寺源乃輔さん 

1月 12日(日)伊賀市消防出初式が「ゆめドームうえの競技場」にて開催されました。 

消防職員、消防団員が参加、室内競技場いっぱいに、入場整列し通常点検 優良団員への

表彰、感謝状進呈が行われました。続いて幼年消防クラブ員による「忍ジャーズダンス」

と『防火の誓い』が 行われ式典終了。駐車場ではバルーンアートの配布や消防車両展示。

消防団員は市内 10分団の管内に戻り、池や河川での 一斉放水で、締めくくりました。 

 昨年末には 3日間、各地域で、消防団による年末夜警が行われました。 



お し ら せ 

2月 2日 グラウンドゴルフ   崇広中学校グラウンド 

2月 22日～3月 3日 城下町のおひなさん 本町通り周辺 

2月 22日 人権地区懇談会    上野西部市民センター 
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寸
刻
を
見
つ
め
合
ひ
た
り
冬
の
虹   

天
野
理
江 

 

「
見
つ
め
合
ひ
た
り
」
の
措
辞
で
一
気
に
虹
が
立
ち
上
が
っ
た
。 

何
を
話
し
た
の
か
と
想
像
を
め
ぐ
ら
す
。 

 

み
な
無
口
ス
マ
ホ
電
車
の
寒
さ
か
な 

 
 

炊 
 

規
夫 

近
頃
は
、
誰
も
無
口
で
指
だ
け
が
忙
し
い
。
こ
の
先 

ま
す
〳
〵
個
の
時
代
が
進
む
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

屏
風
絵
の
曲
が
る
角
度
や
遊
女
泣
く 

   
河
口 

亨 

非
常
に
繊
細
な
と
こ
ろ
を
詠
ん
で
を
ら
れ
る
。
屏
風
の 

角
度
に
よ
り
遊
女
が
泣
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

 

母 は
は

子
鹿
の
骸
を
抱
き
て
山
眠
る 

 

川
口 

義
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思
い
や
り
の
深
い
作
品
。
こ
の
光
景
を
見
て 

山
に
抱
か
れ
て
眠
る
鹿
に
安
堵
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。 

 

煩
悩
が
流
れ
て
来
た
る
除
夜
の
鐘    

田
畑 

寛
一 

     
 
 
  

思
い
き
っ
た
詠
み
っ
ぷ
り
。
百
八
の
煩
悩
が
鐘
の
音
と 

な
り
流
れ
て
着
た
と
。
ど
こ
へ
流
れ
る
の
か
煩
悩 

 

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
ま
い
ぞ
昨
年
今
年 

 

辻
野
和
彦 

全
く
同
感
。
人
気
番
組
の
博
識
の
チ
コ
ち
ゃ
ん
に 

叱
ら
れ
つ
つ
も
、
前
進
、
精
進
の
一
年
と
し
た
い
。 

 

 

水
菜
株
洗
え
ば
青
き
水
は
し
ゃ
ぐ 

 
   

  

冨
田 

ま
り 

株
が
効
い
て
い
る
。
み
ず
〳
〵
し
い
株
が 

水
に
は
し
ゃ
い
で
い
る
。
は
し
ゃ
ぐ
の
擬
人
化
も
楽
し
い
。 

初
明
り
伊
賀
の
環 か

ん

嶺 れ
い

包
み
込
む 

 
 
 

堀
川 

晶
子 

山
国
伊
賀
へ
初
明
り
の
届
く
の
は
遅
い
と
感
じ
る
。 

高
所
か
ら
見
る
と
伊
賀
を
包
み
込
ん
で
い
る
よ
う
と
。 

 

落
葉
ア
ー
ト
瞬
時
の
風
に
さ
ら
は
る
る 

 

松
田
く
に
子 

 
 
 

 

楽
し
ん
で
い
た
ア
ー
ト
が
風
に
さ
ら
わ
れ
た
。 

そ
の
一
瞬
の
気
持
ち
を
す
ば
や
く
表
現
さ
れ
た
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句
座
果
て
て
冬
の
星
座
の
一
員
に 

  

百
上 

進
一 

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
一
句
。
俳
句
は
座
の
文
字
。
星
座
に 

入
り
、
ま
た
星
々
と
句
座
が
は
じ
ま
る
。 

湿
ら
せ
し
手
に
導
か
れ
注
連
を
綯
う 

安
屋 

宣
子 

湿
ら
せ
た
手
が
ま
る
で
先
生
の
よ
う
に
次
は
こ
う
で
す
と 

導
い
て
く
れ
無
事
に
注
連
が
出
来
上
が
っ
た
。 

し
っ
か
り
写
生
と
思
い
切
っ
た
推
考
が
出
来
て
い
る
お
句
。 
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